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「第50回中小企業研究奨励賞」の募集にରして、経済෦໳12఺・経Ӧ෦໳45఺の߹57ܭ

఺のԠ募が͋った。

͜れΒにͭいて、まͣઐ໳委員による1࣍審査の結果、経済෦໳8఺、経Ӧ෦໳9఺が選定

された。࣍にઐ໳委員による2࣍審査の結果、経済෦໳4఺、経Ӧ෦໳5఺が選定された。さ

Βに審査委員による3࣍審査の結果、経済෦໳で本賞1఺・४賞1఺、経Ӧ෦໳で本賞1఺・

४賞1఺がܾ定した。

（経済෦໳）

経済෦໳の3࣍審査は2࣍審査を通った4఺がର৅となり、ଟ༷なࢹ఺͔Βの৻ॏな審査の

結果、本賞1఺と४賞1఺が選ग़された。

本賞となった日本੓ۚࡦ༥ެݿ総߹研究所ฤʰ中小企業の経Ӧ行ಈʕگܠ関࿈ௐ査がөす

࣮ଶʕʱは、当ެݿが長年にΘたり஝ੵしてきた「ख͔ͭͣのๅのࢁ」とされるௐ査σーλ

にվめてޫを当てて、中小企業にお͚るม化を୳るとい͏新たな統一తࢹ఺͔Β෼ੳし、各

研究員によって෼୲ࣥචされたਫ४のߴいྗ作で͋る。៛ີなݸථσーλにͮجき༷々な؀

͜、తม化を੻෇͚る͜とに成ޭしており、審査員全員にظม化の中で中小企業行ಈの長ڥ

れまでの当ެݿのग़൛෺の中でもとりΘ͚༏れた業੷として一கしてߴく評Ձされ、本賞と

なった。中小企業研究෼໺のج൫研究として、今ޙとも͜の૊৫తに஝ੵされたوॏなσー

λにͮجく研究成果の発展がظ଴される。

४賞となったོޱࢁ೭ஶh ϑϥンスの中小企業੓ࡦʕ小ن໛企業・中ݎ企業・Ϋϥスλー はɦ、

ϑϥンスの中小企業੓ࡦをଟ༷なࢿྉにͮجいて、EU੓ࡦやଞॾ国のಈ޲との関܎やͦの

ӨڹなどをஸೡにϑΥϩーしており、研究ॻのগない෼໺でのوॏなݙߩとして評Ձされた。

ଞ方、ಠࣗの෼ੳではなくࢿྉにͮجく঺հにとどまっており、新たな発ݟや日本へのΠン

ϓϦέーシϣンやओுが๡しいとして、੯しくも४賞となった。

近年、Ԡ募作品が経Ӧ෼໺に集中し、経済෦໳へのԠ募がগない޲܏が͋る。ٕज़やੈք

త஍੓ֶతܹڥ؀มの中で、中小企業のஔ͔れた経済・経Ӧڥ؀ม化のスϐーυも一૚Ճ଎

している。޿い経済తࢹ໺͔Βの中小企業研究は日本経済の発展にとっての中֩త՝題で͋

る。ྑいςーϚを͚ͭݟる͜とは研究ऀのॏ要な࣭ࢿでも͋る。໌֬な問題ҙࣝと研究՝題

を࣋ったଟ਺のҙཉతな௅ઓをظ଴したい。
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（経Ӧ෦໳）

経Ӧ෦໳の3࣍審査は5఺のީิ作にͭいてݕ౼した。審査委員7໊が事લにਫ਼読して評

Ձした審査結果では、৿ޱ文തஶʰϕンνϟー企業のϐϘοト෼ੳʕ事業స׵のઓུతҙࢥ

ܾ定ϓϩηスʕʱは全ての委員がߴい評Ձを༩えており、ઌͣは͜のஶ作の論ड़಺༰をਫ਼査

した。

本ॻはஶऀのത࢜論文をجにしてॻ͔れており、バΠΦ෼໺のϕンνϟー企業にお͚る事

業స׵のϐϘοト行ಈにͭいて、Ξンέートௐ査（ྔత研究）とώΞϦンάௐ査（࣭త研究）

を通じて、ϐϘοトのҙܾࢥ定に関Θる要Ҽとϓϩηスを୳究したもので͋る。

ϐϘοトにࢸるઓུతなҙܾࢥ定にさいして、2ͭのレϕϧのೝ஌తコンϑϦΫト、ひとͭ

は事業にରする株ओと経Ӧਞとのؒで生じるコンϑϦΫト、も͏一ͭはٕज़にରして経Ӧਞ

಺で発生するコンϑϦΫトのଘࡏが、ϐϘοトに༩えるӨڹを໌Β͔にした఺には、ಠࣗ性と

࢐新性がೝめΒれ、ઌ行研究に新たな஌ݟを෇Ճしている。՝題としてバΠΦϕンνϟーと

ϐϘοト行ಈの関܎を、ど͜まで一ൠ化してଞ࢈業にద༻できる͔、౳のݶքは͋るが、ֶ

ज़తにҙٛの͋る研究ॻとして本賞をत༩する͜とに全委員がࢍ成した。

続いて、࣍に事લ評Ձが͔ߴった成઒ਖ਼ߊ・ଞฤஶʰ会ܭによる事業承継支援ʕ中小企業

経Ӧの「ݟえる化」と「ຏき্͛」ʕʱにͭいてݕ౼した。͜のॻはֶ会の研究ϓϩジェΫ

トの成果をまとめたもので͋り、中小企業の事業承継において「ࡒ຿৘ใの೺Ѳ」と「経ཧ

の承継」とい͏؍఺͔Β、会ܭがどのよ͏に໾ཱ͔ͭを、Ξンέートௐ査とΠンλϏϡーௐ

査にͮجいて࣮ূతにূݕしている。࢈業քの委員͔Βは中小企業関ऀ܎には大มに参考に

なるとのߴい評ՁがͤدΒれた一方で、ֶࣝ委員͔Βは研究としてのཧ論໘には෺଍りなさ

が͋るとのҙݟも͋り、४賞をत༩する͜とで一கした。

を行った。ͦれͧれに中小企業研究としてॏ要な׵ަݟに、ଞの3ީิ作にͭいてҙޙ࠷

ςーϚをऔり্͛て論究しており、ڵຯਂいٞ論や参考になる事ྫをऔり্͛た࿑作で͋る

͜とは、各委員のڞ通したೝࣝでは͋ったが、さΒなる研究のਐ展にظ଴したいとの結論に

なり、経Ӧ෦໳は本賞が1఺、४賞が1఺とい͏審査結果となった。

（まとめ）

本年度の中小企業研究奨励賞は、経済と経Ӧの྆෦໳にお͚るݫਖ਼な審査を経て、本賞2

఺、४賞2఺の4ܭ఺にରして賞をत༩する͜とになり、第50回とい͏ه೦す΂き年に૬Ԡ

しいものになった͜とを、審査委員会として大มにخしくࢥっている。

ಉ࣌に、͜の研究奨励賞も൒ੈلの࣌を迎え、ͦのؒのมભをৼりฦると、中小企業研究

もଟ༷なֶ問෼໺͔ΒのΞϓϩーνがࢼΈΒれるとともに、統ֶܭのख๏を࢖ۦしたਫ਼៛な

෼ੳの活༻が一ൠతになりͭͭ͋る。審査委員会としては͜͏した࣌代のม化を౿まえなが

Β、今ޙも継続して中小企業にରする༏れた研究成果を表彰する͜とを通じて、日本の中小

企業のৼڵと発展にد༩する一ॿとなれるよ͏౒めていきたいと৺を新たにしている。
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森口 文博　著
『ベンチャー企業のピボット分析―事業転換の戦略的意思決定プロセス―』

（株式会社中央経済社、2025 年 3月発行）

本ॻは、ϕンνϟー経Ӧにおいて成ޭへのݤとされる「ϐϘοト（事業స׵）」とい͏ݱ৅に
য఺を当て、ͦのҙܾࢥ定に関Θる要Ҽとϓϩηスをֶज़త・࣮ূతにղ໌しよ͏としたҙཉత
な研究ॻで͋る。ஶऀのത࢜論文をجఈとし、特にෆ࣮֬性のߴいバΠΦ෼໺のϕンνϟー企
業をओなର৅として、なぜ、い͔なるϝΧχζϜでϐϘοトがܾஅされるの͔、ͦ のϒϥοΫϘο
Ϋスに੾りࠐんでいる。

本ॻのߏ成্の特௃は、統ܭతख๏による「ྔత研究」と、ΠンλϏϡーやέーススλσΟ
による「࣭త研究」を統߹した「ࠞ߹研究๏」の࠾༻に͋る。まͣ、ग़ޱઓུ（*10や.ˍA）
とϐϘοト行ಈの関܎をԾઆཱて、࣭問ථௐ査を通じて経Ӧݯࢿの஝ੵがҙܾࢥ定に༩えるӨڹ
をূݕ。ͦの্で、経Ӧਞにお͚るೝ஌తコンϑϦΫト（ҙݟのରཱ）がい͔にઓུస׵をଅਐ、
͋るいは્֐するの͔とい͏ಈతϓϩηスをৄࡉにهड़している。

ઌ行研究のଟくがϐϘοトを定性తな事ޙใࠂとしてѻ͏にとどまっていたのにରし、本ॻは
ϐϘοトの発生を๦͛る要Ҽや、トοϓϚωジϝントνーϜ（T.T）の特性がઓུస׵にٴ΅す
Өڹをମܥ化しており、ϕンνϟー企業のઓུతҙܾࢥ定に関するཧ論త࿮૊Έを提ࣔしている。

審査委員会においては、͜ れまで֓೦తなٞ論や成ޭମݧஊとしてޠΒれる͜とのଟ͔った「ϐ
Ϙοト」とい͏ςーϚを、ֶज़研究のີݫなखॱにଇって࣮ূした఺がۃめてߴく評Ձされた。

特に評Ձが集まったのは、ࠞ߹研究๏の࠾༻によるಠࣗ性と࢐新性で͋る。153社の回౴をಘ
た定ྔ෼ੳの結果を、ΠンλϏϡーによる定性෼ੳでิ۷ਂ・ڧりするΞϓϩーνは、ओுの
આಘྗをݻڧにしており、ւ֎のઌ行研究に新たな஌ݟを෇Ճするֶज़తҙٛをे෼にඋえて
いる。また、ϐϘοトにࢸるϓϩηスにおいて、ҟなるレϕϧの「ೝ஌తコンϑϦΫト」がҙ
఺とࢹຯਂく、ಠ૑తなڵを༩える͜とを໌Β͔にした఺は、૊৫行ಈ論తにもڹ定にӨܾࢥ
してೝめΒれた。

一方で、審査աఔではいく͔ͭの՝題もࢦఠされた。一ͭは、ௐ査ର৅がバΠΦϕンνϟー
や大ֶ発ϕンνϟーにภっている఺で͋り、͜の࢈業特༗の特性が「ϐϘοト」の一ൠ性にど
͏Өڹしている͔とい͏఺にٙ問が࢒る。また、一定の成果をऩめた企業を中৺とした෼ੳで
͋るため、「生ଘバΠΞス」が生じているՄೳ性や、૑業年਺のӨڹ、͋るいは「αンΫコスト」
のղऍなど、ཧ論త・࣮ূతにਫ਼៛化の༨஍が͋る఺もٞ論となった。ϐϘοトとग़ޱઓུの
௚઀తなҼ果関܎にͭいてのઆಘྗや、طଘの中小企業へのԠ༻Մೳ性にͭいても、さΒなる
ਂ۷りがظ଴される。

し͔しながΒ、͜ れΒのݶքをࠩし引いても、ઌ行研究のগない「ϐϘοトとग़ޱઓུの関܎」
とい͏ࠔ೉な「問い」にਖ਼໘͔Β޲き߹い、ઓུతҙܾࢥ定のࡐྉをମܥతに੔ཧしたޭ੷は
大きい。本ॻは、ϕンνϟー経ӦのΈなΒͣ、ෆ࣮֬なڥ؀下でมֵをഭΒれる͋ΒΏる企業
のઓཱུҊにおいて、ཧ論త͔࣮ͭ຿తなࣔࠦを༩えるもので͋る。ͦのҙཉతな研究࢟੎と、
ࠞ߹研究๏を׬਱さͤた論ཧ一؏性をߴく評Ձし、本賞に૬Ԡしいஶ作で͋ると൑அした。

（審査委員　ງ　　ܿ）

[本賞作品選評〕


